
　秋になり，学生の“就活“が本格化してきました．理学療法士の需給バランスが問題に
なっていますが，求人数自体は学生定員をはるかに超え，特に訪問リハビリテーションを
視野に入れた求人が増加しています．一方で，学生自身の就職したい職場のイメージとし
ては，いまだに「総合病院」「大きくて勉強のできるところ」という声が少なくなく，10 
年以上前より代わり映えはしません．
　医学の進歩とともに，救命救急医療や高度専門医療が発達しました．その一方で，がん
や難病などの根治不可能な病気の存在や，肥満や糖尿病，高齢者特有の慢性疾患や重複障
害者の存在が目立つようになり，病院での医学モデルの限界を象徴しています．医療を受
ける患者側の意識も変化してきています．急性期の病院には長く置いてもらえない，病院
や施設よりも住み慣れた自宅で療養したい，などという生活の質を重視した生活モデルが
医療を受ける側の意識の中に広がってきています．医療費高騰の背景もあって，国は今後
さらに平均在院期間を短縮化させ，医療依存度の高い患者さんの在宅医療を後押ししてい
くことでしょう．学生の就職したい職場のイメージは代わり映えしませんが，理学療法士
の働く環境は大きく変化してきています．日本は先進諸外国に比べて病床数が多く，在院
日数も桁違いに多いのが現状です．また，高齢社会による医療費の高騰も大きな社会問題
です．そのため，今後は慢性疾患や在宅医療がキーワードとなって，理学療法士の活躍の
場を広げていくことと思います．
　そこで今回の特集企画です．在宅医療では，「私は循環器の専門なので，骨関節系は分
からない」と言ってはいられません．無論，急性期や回復期の現場でも同じです．一患者
一担当制が一般的ですが，患者の将来を左右しかねない理学療法サービスを提供する際に，
専門外という言葉は不適切です．誰しも得手不得手がありますが，弱い分野の障害や疾病
に出くわしたときこそ，多職種間のチーム医療に加え，同職種間のチーム医療，ハイブリッ
ド理学療法が必要になると思います．総合診療医（general physician, general practitioner：
GP）は，在宅診療に関連する全般的な事項に精通したジェネラリストとして知られていま
す．理学療法士もその活動範囲を施設外に広げていくことが社会の流れであるのならば，
究極の理学療法士は様々な側面の包括的な理学療法を患者のニーズに合わせて継続的に提
供できるジェネラルセラピストということになりましょう．
　しかし，今回の特集の編集はいつになく執筆者らとのやりとりが多くありました．依頼
文章のあいまいさもあってか，多側面から診ることのむずかしさ，それをまとめて伝える
難しさに執筆者たちも困惑したことでしょう．根気良く修正加筆を了解して下さった執筆
者の方々には深く感謝申し上げます． （高橋哲也）
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